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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるアップリンクサウンディング参照信号伝送の方法であって
、前記方法は、
　不連続受信（ＤＲＸ）動作活動時間を有するように前記ＵＥにおける受信器を制御する
ことと、
　ＤＲＸ活動時間ではない場合に、アップリンクサウンディング参照信号（ＳＲＳ）を伝
送することを控えることと、
　ＤＲＸ活動時間ではない場合に、アップリンクＳＲＳを伝送するために前記ＵＥに対し
て割り当てられたＳＲＳリソースを維持することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥに対して割り当てられた前記ＳＲＳリソースは、時間整列タイマーの満了時に
解放される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＤＲＸ活動時間ではない場合に、チャネル品質指標（ＣＱＩ）を伝送することを控える
ことをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　アップリンクＳＲＳを伝送するために伝送リソースを用いることと、
　ＤＲＸ活動時間および非活動時間の両方の間、前記伝送リソースを維持することと
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　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＤＲＸ活動時間に、同一のサブフレームにおいて、チャネル品質指標（ＣＱＩ）および
アップリンクＳＲＳを伝送することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ユーザ機器（ＵＥ）であって、前記ＵＥは、
　不連続受信（ＤＲＸ）活動時間を有するように前記ＵＥにおける受信器を制御するよう
に構成されているプロセッサを含み、
　前記プロセッサは、ＤＲＸ活動時間ではない場合に、アップリンクサウンディング参照
信号（ＳＲＳ）を伝送することを控えるようにさらに構成されており、
　前記プロセッサは、ＤＲＸ活動時間ではない場合に、アップリンクＳＲＳを伝送するた
めに前記ＵＥに対して割り当てられたＳＲＳリソースを維持するようにさらに構成されて
いる、ＵＥ。
【請求項７】
　前記ＵＥに対して割り当てられた前記ＳＲＳリソースは、時間整列タイマーの満了時に
解放される、請求項６に記載のＵＥ。
【請求項８】
　前記プロセッサは、ＤＲＸ活動時間ではない場合に、チャネル品質指標（ＣＱＩ）を伝
送することを控えるようにさらに構成されている、請求項６に記載のＵＥ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、アップリンクＳＲＳを伝送するために伝送リソースを用いることと
、ＤＲＸ活動時間および非活動時間の両方の間、前記伝送リソースを維持することとを行
うようにさらに構成されている、請求項６に記載のＵＥ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、ＤＲＸ活動時間に、同一のサブフレームにおいて、チャネル品質指
標（ＣＱＩ）およびアップリンクＳＲＳを伝送するようにさらに構成されている、請求項
６に記載のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、米国仮特許出願第６１／０２５，４８５号（２００８年２月１日出願）の利益
を主張し、この出願の開示は、その全体が本明細書に参考として援用される。
【０００２】
　（発明の分野）
　本願は、無線通信システムにおけるアップリンクタイミング同期に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来の電気無線通信システムでは、基地局における伝送機器が、セルとして知られてい
る地理的領域の全体を通して信号を伝送する。技術が発達するにつれて、以前は可能では
なかったサービスを提供することができる、より高度なネットワークアクセス機器が導入
されてきた。この高度なネットワークアクセス機器は、例えば、基地局よりもむしろ強化
ノードＢ（ｅＮＢ）と、従来の無線電気通信システムにおける同等の機器よりも高度に発
達した他のシステムおよびデバイスとを含む場合がある。そのような高度または次世代機
器は、一般的には、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）機器と呼ばれる。ＬＴＥ機
器については、無線デバイスが電気通信ネットワークへのアクセスを獲得することができ
る領域は、「ホットスポット」等の「セル」以外の名前で呼ばれる場合がある。本明細書
で使用されるように、「セル」という用語は、無線デバイスが従来のセルラーデバイスで
あるか、ＬＴＥデバイスであるか、または何らかの他のデバイスであるかどうかにかかわ
らず、無線デバイスが電気通信ネットワークへのアクセスを獲得することができる領域を
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指すために使用される。
【０００４】
　電気通信ネットワークでユーザによって使用される場合があるデバイスは、携帯電話、
携帯情報端末、手持ち式コンピュータ、携帯用コンピュータ、ラップトップコンピュータ
、タブレットコンピュータ、および同様のデバイス等の携帯端末と、住居用ゲートウェイ
、テレビ、セットトップボックス、および同等物等の固定端末との両方を含むことができ
る。そのようなデバイスは、本明細書ではユーザ機器またはＵＥと呼ばれる。
【０００５】
　無線通信システムでは、ネットワークアクセス機器（例えば、ｅＮＢ）からＵＥへの伝
送は、ダウンリンク伝送と呼ばれる。ＵＥからネットワークアクセス機器への通信は、ア
ップリンク伝送と呼ばれる。無線通信システムは、概して、継続的通信を可能にするため
に、タイミング同期の維持を必要とする。アップリンク同期の維持は、ＵＥに常に伝送す
るデータがあるとは限らない場合があることを考慮すると、スループットを無駄にする、
および／またはＵＥの寿命を減少させる、問題があるものとなり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　最初に、本開示の１つ以上の実施形態の例示的実装を以下で提供するが、開示されたシ
ステムおよび／または方法は、現在既知であるか、または既存であるかにかかわらず、任
意の数の技法を使用して実装され得ることを理解されたい。本開示は、本明細書で例示お
よび説明される例示的設計および実装を含む、以下で例示される例示的実装、図面、およ
び技法に決して限定されるべきではないが、同等物の全範囲とともに、添付の請求項の範
囲内で修正され得る。
【０００７】
　図１は、本開示の実施形態による例示的セルラーネットワーク１００を図示する。セル
ラーネットワーク１００は、複数のセル１０２１、１０２２、１０２３、１０２４、１０
２５、１０２６、１０２７、１０２８、１０２９、１０２１０、１０２１１、１０２１２

、１０２１３、および１０２１４（まとめてセル１０２と呼ばれる）を含み得る。当業者
に自明であるように、セル１０２の各々は、ネットワークアクセス機器（例えば、ｅＮＢ
）からの通信を通してセルラーネットワーク１００のセルラーサービスを提供するための
サービスエリアを表わす。セル１０２は、非重複サービスエリアを有するものとして図示
されているが、当業者であれば、セル１０２のうちの１つ以上が、隣接セルと部分的に重
複する範囲を有し得ることを認識するであろう。加えて、特定数のセル１０２が図示され
ているが、当業者であれば、より多いまたは少ない数のセル１０２の数がセルラーネット
ワーク１００に含まれ得ることを認識するであろう。
【０００８】
　１つ以上のＵＥ１０が、セル１０２の各々に存在し得る。１つだけのＵＥ１０が図示さ
れており、１つだけのセル１０２１２に示されているが、複数のＵＥ１０がセル１０２の
各々に存在し得ることが、当業者に明白となるであろう。セル１０２の各々におけるネッ
トワークアクセス機器２０は、従来の基地局の機能と同様の機能を果たす。すなわち、ネ
ットワークアクセス機器２０は、電気通信ネットワークにおけるＵＥ１０と他の構成要素
との間の無線リンクを提供する。ネットワークアクセス機器２０は、セル１０２１２だけ
に示されているが、ネットワークアクセス機器はセル１０２の各々に存在することを理解
されたい。中央制御１１０もまた、セル１０２内の無線データ送信のうちのいくつかを監
視するためにセルラーネットワーク１００内に存在し得る。
【０００９】
　図２は、セル１０２１２のより詳細な図を図示する。セル１０２１２におけるネットワ
ークアクセス機器２０は、伝送器に接続された伝送アンテナ２７、受信機に接続された受
信アンテナ２９、および／または他の既知の機器を介して、通信を推進し得る。同様の機
器が、他のセル１０２に存在する場合がある。複数のＵＥ１０（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ
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）が、他のセル１０２の場合のように、セル１０２１２に存在する。本開示では、セルラ
ーシステムまたはセル１０２は、信号の伝送等のあるアクティビティに従事するものとし
て説明されているが、当業者にとって容易に明白となるように、これらのアクティビティ
は、実際には、セルを含む構成要素によって行われる。
【００１０】
　各セルでは、ネットワークアクセス機器２０からＵＥ１０への伝送は、ダウンリンク伝
送と呼ばれ、ＵＥ１０からネットワークアクセス機器２０への伝送は、アップリンク伝送
と呼ばれる。ＵＥは、セルラーネットワーク１００を使用して通信し得る、任意のデバイ
スを含み得る。例えば、ＵＥは、携帯電話、ラップトップコンピュータ、ナビゲーション
システム、または、セルラーネットワーク１００を使用して通信し得る、当業者に公知で
ある任意の他のデバイス等の、デバイスを含み得る。
【００１１】
　アップリンクチャネルの形式を図３に概略的に示す。アップリンクチャネルは、二次元
時間周波数リソースを表し、その場合、周波数は、縦軸に沿って示され、ＯＦＤＭ記号、
スロット、サブフレーム、およびフレームの形態の時間は、横軸上に示される。伝送は、
いくつかの異なる帯域幅（例えば、１．２５、５、１５、または２０ＭＨｚ）のうちの１
つとなり得る。時間領域では、アップリンクは、フレーム、サブフレーム、およびスロッ
トに分けられる。各スロット２０１（スロット２０１１、２０１２、・・・、２０１１９

、２０１２０、まとめてスロット２０１として示される）は、７つの直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）記号２０３で構成されている。２つのスロット２０１は、サブフレーム２０
５（サブフレーム２０５１、２０５２、・・・、２０５１０、まとめてフレーム２０５で
ある）を構成する。フレームは、１０個の連続サブフレームの集合である。サブフレーム
２０５の正確な詳細は、正確な実装に応じて変動し得るため、以下の説明は一例のみとし
て提供される。ＵＥは、２つ以上のＵＥが同時に伝送し得るように、一定振幅およびゼロ
自己相関シーケンス（ＣＡＺＡＣ）を使用して伝送する。復調（ＤＭ）参照記号（ＲＳ）
が、各スロットの第４の記号２０９の上に置かれ、制御チャネル２１１が、周波数帯の極
めて外側の縁の上で少なくとも１つのリソースブロックによって取り込まれる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）が、アップリンクタイミ
ング参照信号伝送であると見なされる。ＳＲＳは、各サブフレーム２０５の開始または終
了時に利用可能となり、リソースブロックと同じ周波数帯域幅に対応する、１２個の副搬
送波（個別に示されていない）のいくつかのブロックに分けられる。ＵＥは、選択される
伝送帯域幅に応じて、これらの周波数ブロックのうちの１つまたは全てを使用し得る。Ｕ
Ｅはまた、１つ以上の多重周波数ブロックにおいて１つおきの副搬送波を使用し得る。図
示した実施形態では、ＳＲＳは、サブフレーム２０５１およびサブフレーム２０１１９の
第１の記号２０７で示されている。ＳＲＳの伝送は、単一のＵＥによる後続のＳＲＳ伝送
の間の時間に基づいている。図３はまた、制御チャネル２１１上で発生する物理的アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）が、時間および周波数の中に配置される場所も示す。
制御信号伝達は、ＰＵＣＣＨで行われる。一実施形態では、システムは、ハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）フィードバックを実
装する。ＡＣＫまたはＮＡＣＫは、ｅＮＢから伝送されたパケットがＵＥで受信されたか
どうかを示すように、ＰＵＣＣＨ２１１上でそのＵＥによってｅＮＢに送信される。物理
的アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）が、ユーザデータを送信するために使用され
る。
【００１３】
　上記のアップリンクチャネルの説明は、アップリンクチャネルの１つの実装である。他
のアップリンクチャネル構成が使用されてもよく、アップリンクタイミング参照信号伝送
（例えば、ＳＲＳ）は、必ずしも指定の時間間隔（例えば、スロット）の開始または終了
時だけでなく、アップリンクメッセージの任意の部分の間、送信されることが理解される
であろう。
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【００１４】
　アップリンク同期を維持するために、ネットワークアクセス機器２０（図１に示される
）が、ＵＥ１０によって送信される信号を分析することによって、アップリンクチャネル
条件を計算することが望ましい。ネットワークアクセス機器２０とＵＥ１０との間で送信
される信号の１つの可能な信号伝達図を図４に示す。この実施例では、ネットワークアク
セス機器２０は、アップリンクタイミング参照信号伝送命令メッセージ２４１の使用を介
して、アップリンクタイミング参照信号伝送（例えば、ＳＲＳ）を送信する時をＵＥ１０
に命令する。アップリンクタイミング参照信号伝送命令メッセージ２４１は、種々の命令
のうちのいずれか１つを含み得る。例えば、ネットワークアクセス機器２０は、一定の速
度で、またはネットワークアクセス機器２０に対するＵＥ１０の速度に応じてバーストで
、タイミング参照信号伝送を送信するように、タイミング参照信号伝送命令メッセージ２
４１を介してＵＥ１０に命令し得る。応答２４３において、ＵＥ１０は、ネットワークア
クセス機器２０の命令に従ってタイミング参照信号伝送（例えば、ＳＲＳ）を送信し得る
。
【００１５】
　ＵＥのバッテリ電力を節約するために、ＵＥは、不連続受信（ＤＲＸ）で動作し得る。
一般的には、ＵＥは、反復方式で、その受信能力をオンおよびオフにする。ネットワーク
は、ＤＲＸ挙動を認識し、受信能力がオンである期間中に、ＵＥへの伝送を行う。その後
に「オフ」期間が続く「オン」期間が、ＤＲＸサイクルである。
【００１６】
　接続モードのＤＲＸは、ネットワークによって構成される。構成の一部は、ＤＲＸサイ
クルの「オン」持続時間、非活動タイマー、およびＨＡＲＱタイマーの設定である。「オ
ン」持続時間（受信機がオンであり、それぞれ「オン持続時間」によって指定される長さ
を有する期間）の間、ＵＥは、可能なダウンリンク伝送について、ＰＤＣＣＨ（パケット
データ制御チャネル）または構成されたリソースを監視する。ＰＤＣＣＨの復号が成功す
ると、非活動タイマーが起動される。「オン」期間の終了時に、ＵＥは、ＤＲＸ構成に従
って休止状態に戻り得る。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目Ａ１）
　ユーザ機器におけるアップリンクタイミング参照信号伝送の方法であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルを有するように、該ユーザ機器を制御することと、
　該ＤＲＸサイクルが構成されており、活動時間にないときに、アップリンクタイミング
参照信号伝送を伝送することを控えることと
　を含む、方法。
（項目Ａ２）
　前記アップリンクタイミング参照信号伝送のうちの少なくとも１つのタイミング参照信
号は、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）である、項目Ａ１に記載の方法。
（項目Ａ３）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目Ａ１または項目Ａ２に記載の方法。
（項目Ａ４）
　活動期間にないときに、チャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えること
をさらに含む、項目Ａ１～３のうちのいずれか一項に記載の方法。
（項目Ａ５）
　前記アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送するために伝送リソースを使用するこ
とと、
　活動時間および非活動時間の両方の間、該伝送リソースを維持することと
　をさらに含む、項目Ａ１～４のうちのいずれか一項に記載の方法。
（項目Ａ６）
　前記活動時間は、前記ユーザ機器の接続モードの間に生じる、項目Ａ１に記載の方法。
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（項目Ａ７）
　活動時間の間にのみスケジューリング要求を伝送することをさらに含む、項目Ａ１～６
のうちのいずれか一項に記載の方法。
（項目Ａ８）
　前記ユーザ機器は、パケットデータ制御チャネル（ＰＳＤＣＣＨ）を監視する、項目Ａ
１に記載の方法。
（項目Ａ９）
　活動時間の間に、同じサブフレームの中のチャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送およびアッ
プリンクタイミング参照信号伝送を伝送することをさらに含む、項目Ａ１～６のいずれか
一項に記載の方法。
（項目Ａ１０）
　受信機と、
　プロセッサであって、
　　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルを有するように該受信機を制御することと、
　　該ＤＲＸサイクルが構成されておらず、活動時間にはないときに、アップリンクタイ
ミング参照信号伝送を伝送することを控えるようにすることと
　を実行するように構成される、プロセッサと
　を備える、ユーザ機器。
（項目Ａ１１）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目Ａ１０に記載のユーザ機器。
（項目Ａ１２）
　プロセッサを備えるネットワークアクセス機器であって、該プロセッサは、
　受信機を備えるユーザ機器に制御情報を送信することであって、該制御情報は、該受信
機を制御して不連続受信（ＤＲＸ）サイクルを有するように該ユーザ機器を構成する、こ
とと、
　該ユーザ機器に制御情報を送信することであって、それにより、該ＤＲＸサイクルが構
成されており、活動時間にないときに、アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送する
ことを控えるように該ユーザ機器を構成する、ことと
　を実行するように構成される、ネットワークアクセス機器。
（項目Ａ１３）
　前記ネットワークアクセス機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークの一部である、項目Ａ１２に記載ネットワークアクセス機器。
（項目Ａ１４）
　前記ネットワークアクセス機器は、
　活動時間にはないときにチャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えるよう
に該ユーザ機器を構成するように、該ユーザ機器に制御情報を送信するようにさらに構成
される、項目Ａ１２に記載のネットワークアクセス機器。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本開示をより完全に理解するために、添付図面および発明を実施するための形態と併せ
て理解される、以下の簡単な説明を参照し、類似参照数字は、類似部品を表わす。
【図１】図１は、本開示の実施形態によるセルラーネットワークの概略図である。
【図２】図２は、本開示の実施形態によるセルラーネットワークにおけるセルの概略図で
ある。
【図３】図３は、可能なアップリンク伝送チャネルの概略図である。
【図４】図４は、ネットワークアクセス機器とーザ機器との間の信号伝達図である。
【図５Ａ】図５Ａは、不連続受信タイミングに関するアップリンクタイミング参照信号タ
イミングの第１の実施例を示す、タイミング図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、不連続受信タイミングに関するアップリンクタイミング参照信号タ
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イミングの第２の実施例を示す、タイミング図である。
【図６Ａ】図６Ａは、１つのＵＥ実施形態に対応するフローチャートである。
【図６Ｂ】図６Ｂは、１つのネットワークアクセス機器の実施形態に対応するフローチャ
ートである。
【図７】図７は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して動作可能である携帯
デバイスを含む、無線通信システムの略図である。
【図８】図８は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して動作可能である携帯
デバイスのブロック図である。
【図９】図９は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して動作可能である携帯
デバイス上で実装され得る、ソフトウェア環境のブロック図である。
【図１０】図１０は、本開示の一実施形態による、例示的な汎用コンピュウータのブロッ
ク図である。
【図１１】図１１は、ユーザ機器の中のモジュールの例示的なブロック図である。
【図１２】図１２は、ネットワークアクセス機器の中のモジュールの例示的なブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　（ＤＲＸ「オン」期間中のＳＲＳ伝送）
　第１の実施形態では、ＵＥは、ＤＲＸ「オン」期間中のみにＳＲＳ（より一般的には、
アップリンクタイミング参照信号）を伝送する。ＤＲＸ「オフ」期間中に、ＵＥは、ＳＲ
Ｓを伝送しない。いくつかの実施形態では、これは、所望の受信期間においてＳＲＳを伝
送するようにＵＥに信号伝達するステップを伴い、ＵＥは、ＤＲＸ「オン」期間中に発生
した場合にのみに各反復期間にわたってＳＲＳを伝送する。ＳＲＳ反復期間とＤＲＸ「オ
ン」期間との間の整列または整列の欠如に応じて、ＳＲＳが伝送されないＳＲＳ反復期間
があってもなくてもよい。ＳＲＳがあらゆるＳＲＳ反復期間中に伝送される場合、これは
、ＤＲＸサイクルが所望のＳＲＳ反復期間と同じくらい頻繁であるか、またはそれより頻
繁であることを要求する。
【００１９】
　図５Ａは、ＳＲＳ反復期間がＤＲＸサイクルの倍数である（この場合、倍数は２である
）単純実施例を示す。加えて、図５Ａの実施例について、ＳＲＳは、ＣＱＩほど頻繁では
ない。８００では、ＤＲＸ「オン」持続時間（８０４で示される）およびＤＲＸ「オフ」
持続時間を含むＤＲＸサイクル８０２がある、ＤＲＸタイミングが示されている。受信機
は、交互に、ＤＲＸ「オン」持続時間を有する「オン」期間にわたってオンにされ、ＤＲ
Ｘ「オフ」持続時間を有する「オフ」期間にわたってオフにされる。８１０では、ＣＱＩ
タイミングが示されている。ＣＱＩは、ＤＲＸサイクルと整列されるＣＱＩ期間８１２を
有する。具体的には、ＣＱＩは、ＤＲＸ「オン」期間中に送信される。８２０では、ＳＲ
Ｓのタイミングが示されている。ＳＲＳは、ＳＲＳ期間８２２を有する。この場合、ＳＲ
Ｓ期間８２２は、ＤＲＸサイクル８０２の２倍である。そのようなものとして、これらの
サイクル持続時間が適所にある限り、ＤＲＸ「オン」期間中の所望のＳＲＳ期間において
ＳＲＳを送信することができる。
【００２０】
　（ＤＲＸ「オン」期間に関係ないＳＲＳ伝送）
　いくつかの実施形態では、ＵＥは、ある条件でＤＲＸに関係なくＳＲＳ伝送を行う。こ
れは、高速度で異なるＵＥのアップリング時間整列を維持するために、特に適切である。
これは、ＤＲＸサイクルが特に長い場合、および／またはＳＲＳ期間がＵＥの移動性によ
り特に短くなった場合のように、ＤＲＸサイクルより短いＳＲＳ期間が確立されることを
可能にする。
【００２１】
　図５Ｂは、ＤＲＸサイクルより短いＳＲＳ期間の実施例を示す。上記で論議されるよう
に、この状況は、ＵＥがより長いＤＲＸサイクルに移るときに、より一般的であり得る。
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長いＤＲＸサイクル（例えば、６４０ミリ秒のＤＲＸサイクル）中でさえもＵＬ同期が維
持される場合には、ＳＲＳが依然として伝送される必要があり、かつＵＥの移動性に応じ
て、ＤＲＸサイクルよりも高い周波数で伝送される必要があり得る。図５Ｂを参照すると
、ＤＲＸタイミング８００およびＣＱＩタイミング８１０は、図５Ａと同じである。この
場合、ＳＲＳタイミング８２０は、ＣＱＩ期間８１２の半分であり、ＤＲＸサイクル８０
２よりも短い、ＳＲＳ期間８４０を有する。この場合、ＵＥは、ＳＲＳ伝送の全てを伝送
することが可能となるために、通常のＤＲＸ「オン」期間外で伝送器をオンにする必要が
ある。
【００２２】
　（リソース解放）
　いくつかの実施形態では、頻繁な再配設または解放を回避するために、ＵＥがＳＲＳを
伝送するためのリソースが割り当てられ、このＳＲＳリソースは、ＵＥがＳＲＳを伝送し
ていないときには解放されない。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、アップリンクタイミング整列タイマーが採用される。タイマ
ーは、ＵＥがアップリンク同期を維持できると見込まれる時間量を表し、その後にはＵＥ
がＵＬ上で伝送するべきではないことを仮定することができる。ネットワークは、そのタ
イミング整列を調整する方法をＵＥに指示するために、ＵＥからの受信されたＳＲＳに基
づいて、新しいアップリンクタイミングを計算するたびに、タイミング整列更新コマンド
をＵＥに伝送する。いったん整列が失われると、ＵＥは、次に伝送する必要がある時に整
列を再獲得する必要がある。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、アップリンクタイミング整列タイマーは、ネットワークによ
って作動される。タイマーが作動している期間内にタイミング整列更新コマンドが送信さ
れなかった場合には、タイマーが満了し、整列が失われていると仮定される。この場合、
ＵＬ通信のために割り当てられたリソース（例えば、ＣＱＩ、ＳＲＳ）の一部または全て
が解放される。ネットワークは、ＵＥにタイマーが満了する時を通知する。
【００２５】
　別の実施形態では、タイマーは、ＵＥ上で作動してもよく、その場合、ネットワークは
、ＵＥにタイマー値を通知し得る。タイマーは、タイミング整列（ＴＡ）更新コマンドの
受信によってリセットされる。
【００２６】
　（サブフレーム選択）
　図５Ａの実施例について、ＣＱＩおよびＳＲＳは、両方ともＤＲＸ「オン」持続時間中
に伝送されるが、必ずしも同じ周波数とは限らない。別の実施形態では、バッテリ消費量
をさらに節約するために、ＳＲＳおよびＣＱＩの伝送は、実行可能なときはいつでも同じ
サブフレームの中にあるように構成される。これの実施例が、図３に示され、図中、ＣＱ
Ｉ２１３は、ＳＲＳ２０７と同じサブフレーム２０１１の中で送信される。図５Ａの実施
例について、ＳＲＳ期間がＣＱＩ期間の２倍であるため、これは全てのＳＲＳ伝送にとっ
て可能となるべきである。図５Ｂの実施例について、ＳＲＳおよびＣＱＩは、毎秒のＳＲ
Ｓ伝送について、同じサブフレームの中で伝送することができる。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、ＵＥがＤＲＸ「オン」持続時間の間にのみＳＲＳを伝送して
いる場合について、ＣＱＩもまた、ＤＲＸ「オン」持続時間の間にのみ伝送している。い
くつかの実施形態では、ＵＥがＤＲＸ「オン」持続時間に関係なくＳＲＳを伝送している
場合について、ＣＱＩは、ＤＲＸ「オン」持続時間中に伝送できるようになり、ＳＲＳを
伝送する目的でＤＲＸ「オン」持続時間に関係なく伝送器がオンにされている期間中に伝
送することができる。
【００２８】
　ＤＴＸ（不連続伝送）期間は、必ずしもＤＲＸ期間と整列するとは限らない。いったん
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ＳＲＳおよびＣＱＩが伝送されると、たとえ受信機が依然としてオンである場合があって
も、伝送器をオフにすることができる。
【００２９】
　（スケジューリング要求タイミング）
　図５Ａおよび５Ｂはまた、概して８３０で示される、スケジューリング要求（ＳＲ）の
タイミングもそれぞれ示す。スケジューリング要求は、ＵＬリソースを要求するようにＵ
Ｅによって基地局に送信される指示である。いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＤＲＸ「
オン」期間のみにスケジューリング要求を伝送する。さらなる向上では、ＵＥは、伝送器
がＣＱＩ、ＳＲＳ、または両方を伝送するようにすでにオンであるサブフレーム中に、ス
ケジューリング要求を伝送する。これは、ＵＥのネットワーク構成を通して、またはＵＥ
の主導で発生することができる。データがＤＲＸ「オン」期間中にＵＥから送信され得る
。
【００３０】
　（方法の組み合わせ）
　いくつかの実施形態では、上記の方法の組み合わせが採用され、その場合、時にはＵＥ
がＤＲＸ「オン」期間中にＳＲＳを伝送するのみであり、以降において第１の動作モード
と呼ばれ、他の時にはＵＥがＤＲＸ「オン」期間に関係なくＳＲＳを伝送し、以降におい
て第２の動作モードと呼ばれる。図６Ａは、ＵＥ１０におけるＳＲＳ伝送のための、その
ような方法の具体的実施例のフローチャートを図示する。図６Ａの方法は、連続的に、ま
たは例えば、ＳＲＳ期間および／またはＤＲＸサイクルに変化があるときに実行される場
合がある。ＳＲＳ期間は、ＵＥの移動性の関数として変化し得るが、ＤＲＸサイクルは、
ＵＥを伴う通信活動のレベルの関数として変化し得る。ブロック６Ａ－１においては、Ｕ
Ｅがネットワークから命令を受信する。命令が第１の動作モードで動作することであれば
（はいの経路、ブロック６Ａ－２）、ＵＥは、ブロック６Ａ－３において第１の動作モー
ドで動作する。第１の動作モードで動作する命令がなければ（いいえの経路、ブロック６
Ａ－２）、後続の決定は、第２の動作モードで動作する命令があるかどうかを判定するス
テップをともなう。命令が第２の動作モードで動作することであれば（はいの経路、ブロ
ック６Ａ－４）、ＵＥは、ブロック６Ａ－５において第２の動作モードで動作する。より
一般的には、第１の動作モードでは、ＵＥがブロック６Ａ－３を実行し、第２の動作モー
ドでは、ＵＥがブロック６Ａ－５を実行する。第１または第２の動作モードを実行するた
めの条件は、上記で説明されるとおりであってもよく、または異なってもよい。いくつか
の実装では、第１の動作モードのみが提供され、または第２の動作モードのみが提供され
る。
【００３１】
　ネットワークの観点からのそのような実施形態のフローチャートを図６Ｂに示す。ブロ
ック６Ｂ－１においては、ネットワークは、ＵＥが第１の動作モードで動作すべきか、ま
たは第２の動作モードで動作すべきかを判定する。これは、いくつか例を挙げると、ＵＥ
の移動性および／またはチャネル利用の関数として行うことができる。ブロック６Ｂ－２
では、ネットワークは、判定された動作モードで動作するようにＵＥに命令を送信する。
【００３２】
　上記の過程を実行するために、ＵＥ１０は、上記の過程を行うことが可能なプロセッサ
を備える。簡単にするために、異なる機能が異なるモジュールに分けられている。これら
のモジュールは、別個または一体に実装され得る。さらに、これらのモジュールは、ハー
ドウェア、ソフトウェア、または何らかの組み合わせで実装され得る。最終的に、これら
のモジュールは、ＵＥメモリの異なる部分に存在し得る。図１１に図示されるように、Ｕ
Ｅプロセッサは、受信モジュール８０１、判定モジュール８０３と、伝送モジュール８０
７とを備える。受信モジュール８０１は、ＳＲＳ伝送のための動作モードを示す、１つま
たは複数のメッセージを受信する。判定モジュール８０３は、メッセージに関するＳＲＳ
を伝送する方式を判定する。判定モジュールは、判定モジュール８０３によって行われる
判定に従ってＳＲＳを送信するように伝送モジュール８０７に通知する。
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【００３３】
　いくつかの実施形態では、ＵＥは、上記で説明されるようにアップリンクタイミング整
列タイマーを作動させ、その場合、ＵＥはさらに、アップリンクタイミング整列タイマー
モジュール８０９を備える。タイマーは、受信モジュール８０１によるタイミング整列更
新メッセージの受信時にリセットされる。タイマーが満了した場合、ＵＥは、伝送モジュ
ール８０７によるＳＲＳ伝送に使用されるリソースを解放する。他の実施形態では、ＵＥ
がタイマーを作動させるよりもむしろ、ＵＥの受信モジュール８０１が、タイミングが失
われたことを示す命令をネットワークから受信し、その場合、ＵＥは、ＳＲＳ伝送に使用
されるリソースを解放する。
【００３４】
　ここで図１２を参照すると、ネットワークアクセス機器２０はまた、プロセッサも備え
る。プロセッサは、受信モジュール９０１と、評価モジュール９０３と、伝送モジュール
９０５とを備える。再度、これらのモジュールは、簡単にするために定義され、ソフトウ
ェア、ハードウェア、ファームウェア、または両方で実行され得る。加えて、これらのモ
ジュールは、同じかまたは異なるメモリに記憶され得る。受信機モジュール９０１は、Ｕ
ＥからＳＲＳメッセージ、ＣＱＩ、および他の信号を受信する。評価モジュール９０３は
、適切なＤＲＸ期間および所望のＳＲＳ期間を評価する。これは、例えば、ＵＥの活動、
ＵＥの移動性、および／またはＵＥの活動に関して行われ得る。評価モジュールは、ＤＲ
Ｘ挙動およびＳＲＳ反復期間に関して適切なＳＲＳ伝送挙動を判定し、これをＵＥに信号
伝達するように伝送モジュール９０５に命令する。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、ネットワークは、上記で説明されるようにアップリンクタイ
ミング整列タイマーを作動させ、その場合、プロセッサはさらに、アップリンクタイミン
グ整列タイマーモジュール９０７を備える。タイマーは、伝送モジュール９０５によるタ
イミング整列更新メッセージの伝送時にリセットされる。一実施形態では、タイマーが満
了した場合、ネットワークは、ＳＲＳ伝送に使用されるリソースを解放するようにＵＥに
命令を送信し、ネットワークはまた、ＳＲＳ伝送に使用されるリソースを解放する。別の
実施形態では、タイマーが満了した場合、ネットワークは、ＵＥにメッセージを送信せず
にＳＲＳ伝送に使用されるリソースを解放する。この第２の実施形態では、ネットワーク
は、以前にＵＥにタイマー値を送信し得る。ＵＥが、独自のアップリンク整列タイマーを
起動するために、そのタイマー値を使用し得るので、ＵＥは、タイマーが満了し、ＳＲＳ
リソースが解放されるものであることをＵＥに通知する、ネットワークからのメッセージ
を必要としない。
【００３６】
　図７は、ＵＥ１０の実施形態を含む、無線通信システムを図示する。ＵＥ１０は、本開
示の側面を実装するために動作可能であるが、本開示は、これらの実装に限定されるべき
ではない。携帯電話として図示されているが、ＵＥ１０は、無線ハンドセット、ポケット
ベル、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯用コンピュータ、タブレットコンピュータ、または
ラップトップコンピュータを含む、種々の形態を成し得る。多くの好適なデバイスは、こ
れらの機能のうちのいくつかはまた全てを組み合わせる。本開示のいくつかの実施形態で
は、ＵＥ１０は、携帯用、ラップトップ、またはタブレットコンピュータのような汎用計
算デバイスではないが、むしろ、携帯電話、無線ハンドセット、ポケットベル、ＰＤＡ、
または車両に設置される電気通信デバイス等の専用通信デバイスである。別の実施形態で
は、ＵＥ１０は、携帯用、ラップトップ、または他の計算デバイスであり得る。ＵＥ１０
は、ゲーム、在庫管理、ジョブ制御、および／またはタスク管理機能等の特殊活動を支援
し得る。
【００３７】
　ＵＥ１０は、ディスプレイ４０２を含む。ＵＥ１０はまた、ユーザによる入力のために
、概して４０４と呼ばれるタッチセンサ式表面、キーボード、または他の入力キーを含む
。キーボードは、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、および逐次タイプ等の、
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完全または縮小英数字キーボード、または電話キーパッドと関連するアルファベット文字
を有する従来の数字キーパッドであり得る。入力キーは、さらなる入力機能を提供するよ
うに内向きに押下され得る、トラックホイール、終了またはエスケープキー、トラックボ
ール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含み得る。ＵＥ１０は、ユーザが選択
するためのオプション、ユーザが作動させるための制御、および／またはユーザが指図す
るための他の指標を提示し得る。
【００３８】
　ＵＥ１０はさらに、ダイヤルする番号、またはＵＥ１０の動作を構成するための種々の
パラメータを含む、ユーザからのデータ入力を受け取ってもよい。ＵＥ１０はさらに、ユ
ーザコマンドに応じて、１つ以上のソフトウェアまたはファームウェアアプリケーション
を実行し得る。これらのアプリケーションは、ユーザ対話に反応して種々のカスタマイズ
された機能を果たすようにＵＥ１０を構成し得る。加えて、ＵＥ１０は、例えば、無線基
地局、無線アクセスポイント、またはピアＵＥ１０から、無線でプログラムおよび／また
は構成され得る。
【００３９】
　ＵＥ１０によって実行可能な種々のアプリケーションの中には、ディスプレイ４０２が
ウェブページを表示することを可能にするウェブブラウザがある。ウェブページは、無線
ネットワークアクセスノード、携帯電話の基地局、ピアＵＥ１０、または任意の他の無線
通信ネットワークあるいはシステム４００との無線通信を介して、取得され得る。ネット
ワーク４００は、インターネット等の有線ネットワーク４０８に連結される。無線リンク
および有線ネットワークを介して、ＵＥ１０は、サーバ４１０等の種々のサーバ上の情報
にアクセスできる。サーバ４１０は、ディスプレイ４０２上に示され得るコンテンツを提
供し得る。代替として、ＵＥ１０は、リレー型またはホップ型の接続で、仲介の役割を果
たすピアＵＥ１０を通してネットワーク４００にアクセスし得る。
【００４０】
　図８は、ＵＥ１０のブロック図を示す。ＵＥ１０の種々の既知の構成要素が図示されて
いるが、実施形態では、記載された構成要素および／または記載されていない付加的な構
成要素の一部が、ＵＥ１０に含まれ得る。ＵＥ１０は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）５０２と、メモリ５０４とを含む。示されるように、ＵＥ１０はさらに、アンテナおよ
びフロントエンドユニット５０６と、無線周波数（ＲＦ）送受信機５０８と、アナログベ
ースバンド処理ユニット５１０と、マイクロホン５１２と、イヤホンスピーカ５１４と、
ヘッドセットポート５１６と、入力／出力インターフェース５１８と、取外し可能メモリ
カード５２０と、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート５２２と、短距離無線通信
サブシステム５２４と、アラート５２６と、キーパッド５２８と、タッチセンサ式表面を
含み得る液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）５３０と、ＬＣＤコントローラ５３２と、電荷結合
素子（ＣＣＤ）カメラ５３４と、カメラコントローラ５３６と、グローバルポジショニン
グシステム（ＧＰＳ）センサ５３８とを含み得る。実施形態では、ＵＥ１０は、タッチセ
ンサ式画面を提供しない、別の種類のディスプレイを含み得る。実施形態では、ＤＳＰ５
０２は、入力／出力インターフェース５１８を通過せずに、メモリ５０４と直接通信し得
る。
【００４１】
　ＤＳＰ５０２または何らかの他の形態のコントローラあるいは中央処理ユニットは、メ
モリ５０４に記憶された、またはＤＳＰ５０２自体内に含有されるメモリに記憶された、
組み込みソフトウェアまたはファームウェアに従って、ＵＥ１０の種々の構成要素を制御
するように動作する。組み込みソフトウェアまたはファームウェアに加えて、ＤＳＰ５０
２は、メモリ５０４に記憶された、または、取外し可能メモリカード５２０のような携帯
用データ記憶媒体等の情報担体媒体を介して、あるいは有線または無線ネットワーク通信
を介して利用可能となった、他のアプリケーションを実行し得る。アプリケーションソフ
トウェアは、所望の機能性を提供するようにＤＳＰ５０２を構成する、コンパイルされた
一式の機械可読命令を備え得、または、アプリケーションソフトウェアは、ＤＳＰ５０２
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を間接的に構成するようにインタープリタまたはコンパイラによって処理される、高次ソ
フトウェア命令であり得る。
【００４２】
　アンテナおよびフロントエンドユニット５０６は、無線信号と電気信号との間で変換す
るように提供されてもよく、ＵＥ１０が、セルラーネットワークまたは何らかの他の利用
可能な無線通信ネットワークから、あるいはピアＵＥ１０から、情報を送受信することを
可能にする。実施形態では、アンテナおよびフロントエンドユニット５０６は、ビーム形
成および／または多重入出力（ＭＩＭＯ）動作を支援するように、複数のアンテナを含み
得る。当業者に公知であるように、ＭＩＭＯ動作は、困難なチャネル状態を克服する、お
よび／またはチャネルスループットを増加させるために使用することができる、空間多様
性を提供し得る。アンテナおよびフロントエンドユニット５０６は、アンテナ同調および
／またはインピーダンス整合構成要素、ＲＦ電力増幅器、および／または低雑音増幅器を
含み得る。
【００４３】
　ＲＦ送受信機５０８は、周波数偏移を提供し、受信したＲＦ信号をベースバンドに変換
し、ベースバンド伝送信号をＲＦに変換する。いくつかの説明では、無線送受信機または
ＲＦ送受信機は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインタリービング
、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、周期
的プレフィックス添付／除去、および他の信号処理機能等の、他の信号処理機能性を含む
と理解され得る。簡単にする目的で、ここでの説明は、ＲＦおよび／または無線段階から
、この信号処理の説明を分離し、その信号処理を、アナログベースバンド処理ユニット５
１０および／またはＤＳＰ５０２あるいは他の中央処理ユニットに概念的に割り当てる。
いくつかの実施形態では、ＲＦ送受信機５０８、アンテナおよびフロントエンド５０６の
複数部分、およびアナログベースバンド処理ユニット５１０が、１つ以上の処理ユニット
および／または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）に組み入れられ得る。
【００４４】
　アナログベースバンド処理ユニット５１０は、入力および出力の種々のアナログ処理、
例えば、マイクロホン５１２およびヘッドセット５１６からの入力、ならびにイヤホン５
１４およびヘッドセット５１６への出力のアナログ処理を提供し得る。そのためには、ア
ナログベースバンド処理ユニット５１０は、ＵＥ１０が携帯電話として使用されることを
可能にする、内蔵マイクロホン５１２およびイヤホンスピーカ５１４に接続するためのポ
ートを有し得る。アナログベースバンド処理ユニット５１０はさらに、ヘッドセットまた
は他のハンズフリーマイクロホンおよびスピーカ構成に接続するためのポートを含み得る
。アナログベースバンド処理ユニット５１０は、１つの信号方向にデジタル・アナログ変
換を、反対の信号方向にアナログ・デジタル変換を提供し得る。いくつかの実施形態では
、アナログベースバンド処理ユニット５１０の機能性の少なくとも一部が、デジタル処理
構成要素によって、例えば、ＤＳＰ５０２によって、または他の中央処理ユニットによっ
て提供され得る。
【００４５】
　ＤＳＰ５０２は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインタリービン
グ、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、周
期的プレフィックス添付／除去、および無線通信と関連する他の信号処理機能を行い得る
。実施形態では、例えば、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技術用途で、伝送器機能の
ために、ＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インターリービング、および拡散を行ってもよ
く、受信機機能のために、ＤＳＰ５０２は、逆拡散、デインターリービング、復号、およ
び復調を行い得る。別の実施形態では、例えば、直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭ
Ａ）技術用途で、伝送器機能のために、ＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インターリービ
ング、逆高速フーリエ変換、および周期的プレフィックス添付を行ってもよく、受信機機
能のために、ＤＳＰ５０２は、周期的プレフィックス除去、高速フーリエ変換、デインタ
ーリービング、復号、および復調を行い得る。他の無線技術用途では、さらに他の信号処
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理機能、および信号処理機能の組み合わせが、ＤＳＰ５０２によって行われ得る。
【００４６】
　ＤＳＰ５０２は、アナログベースバンド処理ユニット５１０を介して無線ネットワーク
と通信し得る。いくつかの実施形態では、通信は、インターネット接続を提供してもよく
、ユーザがインターネット上のコンテンツへのアクセスを獲得すること、およびＥメール
およびテキストメッセージを送受信することを可能にする。入力／出力インターフェース
５１８は、ＤＳＰ５０２ならびに種々のメモリおよびインターフェースを相互接続する。
メモリ５０４および取外し可能メモリカード５２０は、ソフトウェアおよびデータを提供
して、ＤＳＰ５０２の動作を構成し得る。インターフェースの中には、ＵＳＢインターフ
ェース５２２および短距離無線通信サブシステム５２４があり得る。ＵＳＢインターフェ
ース５２２は、ＵＥ１０を充電するために使用され得、また、ＵＥ１０が周辺デバイスと
して機能し、パーソナルコンピュータまたは他のコンピュータシステムと情報を交換する
ことを可能にし得る。短距離無線通信サブシステム５２４は、赤外線ポート、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈインターフェース、ＩＥＥＥ８０２．１１準拠無線インターフェース、または、
ＵＥ１０が他の近くの携帯デバイスおよび／または無線基地局と無線通信することを可能
にし得る、任意の他の短距離無線通信サブシステムを含み得る。
【００４７】
　入力／出力インターフェース５１８はさらに、誘起されると、例えば、ベルを鳴らす、
メロディを再生する、または振動することによって、ＵＥ１０にユーザへ通知を提供させ
る、アラート５２６にＤＳＰ５０２を接続し得る。アラート５２６は、無音で振動するこ
とによって、または特定の発信者に対して特定の事前に割り当てられたメロディを再生す
ることによって、着信電話、新しいテキストメッセージ、および予約のリマインダ等の種
々の事象のうちのいずれかをユーザに警告するための機構としての機能を果たし得る。
【００４８】
　キーパッド５２８は、インターフェース５１８を介してＤＳＰ５０２に連結し、ユーザ
が選択を行う、情報を入力する、そうでなければＵＥ１０に入力を提供するための１つの
機構を提供する。キーボード５２８は、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、お
よび逐次タイプ等の、完全または縮小英数字キーボード、または電話キーパッドと関連す
るアルファベット文字を有する従来の数字キーパッドであり得る。入力キーは、さらなる
入力機能を提供するように内向きに押下され得る、トラックホイール、終了またはエスケ
ープキー、トラックボール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含み得る。別の
入力機構は、タッチスクリーン能力を含み、また、ユーザにテキストおよび／またはグラ
フィックを表示し得る、ＬＣＤ５３０であり得る。ＬＣＤコントローラ５３２は、ＤＳＰ
５０２をＬＣＤ５３０に連結する。
【００４９】
　ＣＣＤカメラ５３４は、装備された場合、ＵＥ１０がデジタル写真を撮ることを可能に
する。ＤＳＰ５０２は、カメラコントローラ５３６を介してＣＣＤカメラ５３４と通信す
る。別の実施形態では、電荷結合素子カメラ以外の技術に従って動作するカメラが採用さ
れ得る。ＧＰＳセンサ５３８は、全地球測位システム信号を復号するためにＤＳＰ５０２
に連結され、それにより、ＵＥ１０がその位置を判定することを可能にする。種々の他の
周辺機器もまた、付加的な機能、例えば、ラジオおよびテレビ受信を提供するように含ま
れ得る。
【００５０】
　図９は、ＤＳＰ５０２によって実装され得る、ソフトウェア環境６０２を図示する。Ｄ
ＳＰ５０２は、そこからソフトウェアの他の部分が動作するプラットフォームを提供する
、オペレーティングシステムドライバ６０４を実行する。オペレーティングシステムドラ
イバ６０４は、アプリケーションソフトウェアにアクセス可能である標準化インターフェ
ースを伴う無線デバイスハードウェアに対するドライバを提供する。オペレーティングシ
ステムドライバ６０４は、ＵＥ１０上で作動するアプリケーションの間で制御を転送する
、アプリケーション管理サービス（「ＡＭＳ」）６０６を含む。図９には、ウェブブラウ
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ザアプリケーション６０８、メディアプレーヤアプリケーション６１０、およびＪａｖａ
（登録商標）アプレット６１２も示されている。ウェブブラウザアプリケーション６０８
は、ウェブブラウザとして動作するようにＵＥ１０を構成し、ユーザがフォームに情報を
入力し、リンクを選択してウェブページを読み出し、閲覧することを可能にする。メディ
アプレーヤアプリケーション６１０は、音声または視聴覚媒体を読み出し、再生するよう
にＵＥ１０を構成する。Ｊａｖａ（登録商標）アプレット６１２は、ゲーム、ユーティリ
ティ、および他の機能性を提供するようにＵＥ１０を構成する。構成要素６１４は、本開
示に関係する提供性を提供する場合がある。
【００５１】
　図１のＵＥ１０、ＥＮＢ２０、および中央制御１１０、ならびにセル１０２と関連する
場合がある他の構成要素は、その上に置かれた必要な作業負荷に対処するように、十分な
処理能力、メモリリソース、およびネットワークスループットを伴う任意の汎用コンピュ
ータを含み得る。図１０は、本明細書で開示される１つ以上の実施形態を実装するために
好適であり得る、一般的な汎用コンピュータシステムを図示する。コンピュータシステム
７００は、二次記憶部７５０、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）７４０、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）７３０、入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイス７１０、およびネットワーク接
続デバイス７６０を含む、メモリデバイスと通信しているプロセッサ７２０（中央プロセ
ッサユニットまたはＣＰＵと呼ばれ得る）を含む。プロセッサは、１つ以上のＣＰＵチッ
プとして実装され得る。　
【００５２】
　二次記憶部７５０は、一般的には、１つ以上のディスクドライブまたはテープドライブ
から成り、データの不揮発性記憶のために、かつＲＡＭ７３０が全ての作業データを担持
するほど大きくない場合にオーバーフローデータ記憶デバイスとして使用される。二次記
憶部７５０は、プログラムが実行のために選択されたとき等に、ＲＡＭ７３０に取り込ま
れるそのようなプログラムを記憶するために使用され得る。ＲＯＭ７４０は、プログラム
実行中に読み出される命令と、おそらくはデータとを記憶するために使用される。ＲＯＭ
７４０は、一般的には、二次記憶部のより大きいメモリ容量に対して小さいメモリ容量を
有する、不揮発性メモリデバイスである。　ＲＡＭ７３０は、揮発性データを記憶するた
め、および、おそらく命令を記憶するために使用される。ＲＯＭ７４０およびＲＡＭ７３
０の両方へのアクセスは、一般的には、二次記憶部７５０へのアクセスよりも速い。
【００５３】
　Ｉ／Ｏデバイス７１０は、プリンタ、ビデオモニタ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タ
ッチスクリーンディスプレイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイヤル、マウス、
トラックボール、音声認識装置、カード読取機、紙テープレコーダ、または他の周知の入
力デバイスを含み得る。
【００５４】
　ネットワーク接続デバイス７６０は、モデム、モデムバンク、イーサネット（登録商標
）カード、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェースカード、シリアルイン
ターフェース、トークンリングカード、光ファイバ分散データインターフェース（ＦＤＤ
Ｉ）カード、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）カード、符号分割多重アクセ
ス（ＣＤＭＡ）等の無線送受信機カードおよび／または移動通信用グローバルシステム（
ＧＳＭ）無線送受信機カード、および他の周知のネットワークデバイスの形態を成し得る
。これらのネットワーク接続７６０デバイスは、プロセッサ７２０がインターネットまた
は１つ以上のイントラネットと通信することを可能にし得る。そのようなネットワーク接
続により、プロセッサ７２０がネットワークから情報を受信する場合があるか、または、
上記の方法のステップを行う経過中にネットワークに情報を出力する場合があることが企
図される。しばしば、プロセッサ７２０を使用して実行される一連の命令として表される
そのような情報は、例えば、搬送波に組み込まれたコンピュータデータ信号の形態で、ネ
ットワークから受信され、ネットワークに出力され得る。
【００５５】
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　例えば、データまたはプロセッサ７２０を使用して実行される命令を含み得るそのよう
な情報は、例えば、コンピュータデータベースバンド信号または搬送波に組み込まれた信
号の形態で、ネットワークから受信され、ネットワークに出力され得る。ネットワーク接
続７６０デバイスによって生成されるベースバンド信号または搬送波に組み込まれた信号
は、導電体の表面の中または上、同軸ケーブルの中、導波管の中、光媒体、例えば、光フ
ァイバの中、または空気あるいは自由空間の中を伝播し得る。ベースバンド信号または搬
送波に組み込まれた信号に含有される情報は、情報を処理または生成するため、あるいは
情報を伝送または受信するために望ましくあり得るように、異なる順序に従って順序付け
られ得る。本明細書では伝送媒体と呼ばれるベースバンド信号または搬送波に組み込まれ
た信号、あるいは現在使用されているか、または以降で発生させられる他の種類の信号は
、当業者に周知であるいくつかの方法に従って生成され得る。
【００５６】
　プロセッサ７２０は、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク
（これらの種々のディスクベースのシステムは、全ての二次記憶部７５０と見なされ得る
）、ＲＯＭ７４０、ＲＡＭ７３０、またはネットワーク接続デバイス７６０からアクセス
する、命令、コード、コンピュータプログラム、スクリプトを実行する。１つだけのプロ
セッサ７２０が示されているが、複数のプロセッサが存在し得る。したがって、命令は、
プロセッサによって実行される際に論議され得、命令は、同時に実行されるか、連続的に
実行されるか、あるいは１つまたは複数のプロセッサによって実行され得る。
【００５７】
　ＲＡＮ１およびＲＡＮ２は、それぞれ、無線層１および無線層２に関係する基準である
。無線層１は、概して、ＵＥ用の無線インターフェースの物理層、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ
地上波無線アクセスネットワーク）、進化型ＵＴＲＡＮ等に関連するが、それらに限定さ
れず、無線インターフェースの周波数分割双方向（ＦＤＤ）および時間分割双方向（ＴＤ
Ｄ）モードの両方を網羅し得る。無線層２は、概して、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）、無
線リンク制御（ＲＬＣ）、およびパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ
）、無線リソース制御プロトコルの仕様、および無線リソース管理の策略、ならびに物理
層から上層に提供されるサービス等の、無線インターフェースアーキテクチャおよびプロ
トコルに関連するが、それらに限定されない。
【００５８】
　ＲＡＮ２におけるいくつかの貢献は、ＤＲＸ中にＣＱＩ報告の構成を考慮している。貢
献は、また、タイミング整列がアップリンク上で失われたときに、信号伝達リソースに何
が起こるべきかを考慮している。これらの貢献は、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）お
よびスケジューリング要求（ＳＲ）およびスケジューリング指標（ＳＲＩ）の役割を完全
には考慮に入れていない。
【００５９】
　ＲＡＮ１において、ＳＲＳ期間は、２、５、１０、２０、４０、８０、１６０、３２０
ミリ秒となることが同意されている。ＳＲＳは、基地局によるＣＱＩおよびアップリンク
タイミング推定を支援して使用される。ＲＡＮ２は、論点としてＣＱＩを操作する方法を
導入している一方で、携帯電話はＤＲＸのために構成されている。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、上記で説明されるように、接続モードのＤＲＸは、ｅＮＢに
よって構成される。構成の一部は、ＤＲＸサイクル「オン」持続時間、非活動タイマー、
およびＨＡＲＱタイマーの設定である。「オン」持続時間の間、ＵＥは、可能なダウンリ
ンク伝送についてＰＤＣＣＨまたは構成されたリソースを監視する。ＰＤＣＣＨの復号が
成功すると、非活動タイマーが起動される。活動期間の終了時に、ＵＥは、構成に従って
休止状態に戻り得る。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、長期ＤＲＸサイクルの長さは、ＵＥが非同期状態に移ること
を可能にする方法の決定因子である。１秒よりも長いＤＲＸサイクルは、ＵＬ同期の損失
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に繋がり得ることが考えられる。そのような時点で、ＵＬ上の全てのＳＲＳおよびＣＱＩ
伝送は、終結されるべきであり、ＵＥは、データがＵＬの中を流れる必要がある時はいつ
でも、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）にアクセスするべきである。いくつかの実
施形態では、移動性は、ＵＬ同期損失に直接影響を及ぼす。非同期状態になっていなけれ
ば、ＳＲＳ伝送は、必要に応じて継続しなければならない。適度の移動条件（例えば、３
０キロメートル／時）下において、ＳＲＳ期間は、約５０ミリ秒であり得る。これは、よ
り短いＤＲＸサイクルのうちのいくつかよりも少ない。
同期は、任意のアップリンク伝送が行われる場合に維持されるものである。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、ＵＥは、適切な「オン」持続時間の間にＳＲＳを伝送する。
「オフ」持続時間では、ＵＥは、ＳＲＳを伝送しなくてもよい。さらに、頻繁な再割当ま
たは解放を回避することによって、手順を単純化するために、ＳＲＳリソースは、ＵＥが
ＳＲＳを伝送していないときに解放されるべきではない。いくつかの実施形態では、ＳＲ
Ｓリソースは、アップリンクタイミング整列タイマーが満了したときに解放されるだけで
ある。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＤＲＸ「オン」持続時間の間にＳＲＳを伝送し、Ｓ
ＲＳ伝送は、オフ持続時間の間に停止され得る。ＳＲＳのリソースは、ＤＲＸ間、維持さ
れ、アップリンクタイミング整列タイマーが満了したときに解放されるだけである。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、バッテリ電力を節約する上で、ＳＲＳおよびＣＱＩの伝送は
、実行可能な時はいつでも同じサブフレームの中で発生する。また、高速度で異なるＵＥ
のアップリング時間整列を維持するために、ｅＮＢは、ある条件でＤＲＸに関係なくＳＲ
Ｓ伝送のためにＵＥを構成することが可能となる。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、ＳＲＳおよびＣＱＩの伝送は、ＵＥのバッテリ電力を節約す
ることが実行可能なときはいつでも、同じサブフレームの中にある。アップリンクタイミ
ング整列を維持するために、ｅＮＢは、ＤＲＸに関係なくＳＲＳ伝送のためにＵＥを構成
する。
【００６６】
　図５Ａは、ＳＲＳ期間がＣＱＩほど頻繁ではない場合を示す。図５Ｂは、反対の場合を
示す。図５Ｂでは、ｅＮＢは、ＤＲＸサイクルよりも小さいＳＲＳ伝送周期性を選択する
。この条件は、ＵＥがより長いＤＲＸサイクルに移る場合に、より一般的になる。例えば
、６４０ミリ秒以上である、より長いＤＲＸサイクル中においてさえもＵＬ同期が維持さ
れなければならない場合には、ＳＲＳが伝送される。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、本明細書で説明される方法およびデバイスは、ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ）ネットワークで使用するためのものである。しかしながら、
本明細書で説明されるデバイスおよび方法は、ＬＴＥネットワークのみに限定されること
を目的としない。いくつかの実施形態では、本明細書で説明される方法およびデバイスは
、他の種類の通信ネットワークとともに使用するためのものである。
【００６８】
　いくつかの実施形態が本開示で提供されているが、開示されたシステムおよび方法が、
本開示の精神または範囲から逸脱することなく、多くの他の特定の形態で具現化され得る
ことを理解されたい。本実施例は、制限的ではなく例示的と見なされ、本明細書で提供さ
れる詳細に限定されることを意図しない。例えば、種々の要素または構成要素を、別のシ
ステムに組み入れるか、または一体化してもよく、あるいは、ある特徴を省略するか、ま
たは実装しなくてもよい。
【００６９】
　また、個別または別個のものとして種々の実施形態において説明および例示される技法
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、システム、サブシステム、および方法を、本開示の範囲から逸脱することなく、他のシ
ステム、モジュール、技法、または方法に組み入れるか、または一体化し得る。連結もし
くは直接連結または相互に通信するように図示または説明される他のアイテムは、電気的
、機械的、またはその他の方法かどうかにかかわらず、なんらかのインターフェース、デ
バイス、または中間構成要素を介して、間接的に連結または通信し得る。変更、置換、お
よび改変の他の例は、当業者によって解明可能であり、本明細書で開示される精神および
範囲から逸脱することなく行うことができる。
（項目１）
　ユーザ機器におけるアップリンクタイミング参照信号伝送の方法であって、
　周期的な活動時間を有するように、該ユーザ機器の中の受信機を制御することと、
　活動時間にないときに、アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送することを控える
ことと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記アップリンクタイミング参照信号伝送のうちの少なくとも１つのタイミング参照信
号は、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）である、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目１または項目２に記載の方法。
（項目４）
　活動期間にないときに、チャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えること
をさらに含む、項目１～３のうちのいずれか一項に記載の方法。
（項目５）
　前記アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送するために、伝送リソースを使用する
ことと、
　活動時間および非活動時間の両方の間、該伝送リソースを維持することと
　をさらに含む、項目１～４のうちのいずれか一項に記載の方法。
（項目６）
　アップリンクタイミング整列タイマーの満了時に、前記伝送リソースを解放することを
さらに含む、項目５に記載の方法。
（項目７）
　活動時間の間にのみスケジューリング要求を伝送することをさらに含む、項目１～６の
うちのいずれか一項に記載の方法。
（項目８）
　周期的な活動時間を有するように、ユーザ機器の中の受信機を制御することと、
　活動時間にないときに、チャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えること
と
　を含む、アップリンク同期を最適化する方法。
（項目９）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　活動時間の間に、同じサブフレームの中のチャネル品質指標伝送およびアップリンクタ
イミング参照信号伝送を伝送することをさらに含む、項目８または項目９に記載の方法。
（項目１１）
　ユーザ機器によるアップリンクタイミング参照信号伝送を構成する、ネットワークアク
セス機器における方法であって、該方法は、
　受信機を備えるユーザ機器に制御情報を送信することであって、該制御情報は、周期的
な活動時間を有するように該受信機を制御するために、該ユーザ機器を構成する、ことと
、
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　該ユーザ機器に制御情報を送信することであって、それにより、活動時間ではないとき
にアップリンクタイミング参照信号伝送を伝送することを控えるように該ユーザ機器を構
成する、ことと
　を含む、方法。
（項目１２）
　ネットワークアクセス機器において、アップリンク同期を最適化する方法であって、
　受信機を備えるユーザ機器に制御情報を送信することであって、該制御情報は、周期的
な活動時間を有するように該受信機を制御するために、該ユーザ機器を構成する、ことと
、
　該ユーザ機器に制御情報を送信することであって、それにより、活動時間にはないとき
にチャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えるように該ユーザ機器を構成す
る、ことと
　を含む、方法。
（項目１３）
　受信機と、
　プロセッサであって、該プロセッサは、
　　周期的な活動時間を有するように該受信機を制御することと、
　　活動時間にはないときに、アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送することを控
えることと
　を実行するように構成される、プロセッサと
　を備える、ユーザ機器。
（項目１４）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目１３に記載のユーザ機器。
（項目１５）
　受信機と、
　プロセッサであって、該プロセッサは、
　　周期的な活動時間を有するように該受信機を制御することと、
　　活動時間にはないときに、チャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控える
ことと
　を実行するように構成される、プロセッサと
　を備える、ユーザ機器。
（項目１６）
　前記ユーザ機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークの一部であ
る、項目１５に記載のユーザ機器。
（項目１７）
　プロセッサを備えるネットワークアクセス機器であって、該プロセッサは、
　受信機を備えるユーザ機器に制御情報を送信することであって、該制御情報は、周期的
な活動時間を有するように該受信機を制御するために、該ユーザ機器を構成する、ことと
、
　該ユーザ機器に制御情報を送信することであって、これにより、活動時間にないときに
、アップリンクタイミング参照信号伝送を伝送することを控えるように該ユーザ機器を構
成する、ことと
　を実行するように構成される、ネットワークアクセス機器。
（項目１８）
　前記ネットワークアクセス機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークの一部である、項目１７に記載のネットワークアクセス機器。
（項目１９）
　プロセッサを備えるネットワークアクセス機器であって、該プロセッサは、
　受信機を備えるユーザ機器に制御情報を送信することであって、該制御情報は、周期的
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な活動時間を有するように該受信機を制御するために、該ユーザ機器を構成する、ことと
、
　該ユーザ機器に制御情報を送信することであって、これにより、活動時間にはないとき
に、チャネル品質指標（ＣＱＩ）伝送を伝送することを控えるように該ユーザ機器を構成
する、ことと
　を実行するように構成される、ネットワークアクセス機器。
（項目２０）
　前記ネットワークアクセス機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークの一部である、項目１９に記載のネットワークアクセス機器。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６Ａ】
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【図１１】

【図１２】



(23) JP 5547251 B2 2014.7.9

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  チジュン　カイ
            アメリカ合衆国　テキサス　７５０３９，　アービング，　リバーサイド　ドライブ　５０００，
            　スイート　１００，　ブラゾス　イースト，　ビルディング　６，　リサーチ　イン　モーショ
            ン　気付
(72)発明者  イー　ユー
            アメリカ合衆国　テキサス　７５０３９，　アービング，　リバーサイド　ドライブ　５０００，
            　スイート　１００，　ブラゾス　イースト，　ビルディング　６，　リサーチ　イン　モーショ
            ン　気付

    審査官  桑原　聡一

(56)参考文献  TSG RAN WG2，LS on DRX interval and CQI reporting cycle in LTE[online]，  3GPP TSG-RAN
               WG1#48    R1-070643，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG1_RL1/TSGR
              1_48/Docs/R1-070643.zip＞，２００７年　２月１２日
              NTT DoCoMo, Inc.，RRC_CONNECTED DRX and dedicated UL resources[online]，  3GPP TSG-RAN
               WG2#60bis    R2-080462，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/T
              SGR2_60bis/Docs/R2-080462.zip＞，２００８年　１月１４日
              NTT DoCoMo, Inc.，UL SRS resource release at TA Timer expiry[online]，  3GPP TSG-RAN W
              G2#60bis    R2-080454，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSG
              R2_60bis/Docs/R2-080454.zip＞，２００８年　１月１４日
              Motorola，Views on Remaining Issues on UL Sounding RS for E-UTRA[online]，  3GPP TSG-R
              AN WG1#51    R1-074574，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG1_RL1/TS
              GR1_51/Docs/R1-074574.zip＞，２００７年１１月　５日
              Research In Motion, Ltd.，SRS Transmission Timing during DRX[online]，  3GPP TSG-RAN W
              G2#61bis    R2-081867，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSG
              R2_61bis/Docs/R2-081867.zip＞，２００８年　３月３１日

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

